
請 願・ 陳 情 の 審 査 結 果
付託委員会 件　　　　　名 審 査 日

結 果

総 務 教 育

藤沢簡易裁判所に家庭裁判所
出張所を併設し、整備を求め
る意見書を国に提出すること
を求める陳情書

令和 3 年 9 月 9 日
趣 旨 了 承

義務教育に係る国による財源
確保、教育の機会均等と水準
の維持・向上並びに行き届い
た教育の保障に関する陳情

令和 3 年 9 月 9 日
趣 旨 了 承

公
職
選
挙
法
に
よ
る

禁
止
行
為

◇
議
員
の
寄
付
禁
止

◇�

議
員
へ
の
寄
付
勧
誘
・

要
求
の
禁
止

議
員
が
市
民
に
対
し
、
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
公

職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
市
民
が
議
員
に
対

し
寄
付
を
求
め
る
こ
と
も
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
明
党
　
　
　
三
谷
　
小
鶴

保
育
士
へ
の
家
賃
補
助
な
ど
人

材
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を

�

二
見
　
　
昇
　

公
平
性
確
保
の
た
め
給
食
費
の

公
会
計
化
を
進
め
な
い
か

創
政
会
　
　
　
笠
間
　
　
昇
　

基
地
を
容
認
し
友
好
関
係
を
深

め
新
た
な
関
わ
り
方
の
構
築
を

�

畑
井
　
陽
子
　

一
人
一
人
の
困
り
事
に
寄
り
添

い
生
活
困
窮
者
の
支
援
を

●
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

Ｑ　

働
き
た
く
て
も
保
育
所
に

子
ど
も
が
入
所
で
き
な
い
と
の
切

実
な
声
を
聞
い
て
い
る
。
保
育
士

不
足
の
背
景
に
は
、
勤
務
体
系
や

給
与
が
要
因
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
が
あ
る
。
人
材
確
保
に
向
け
、

他
市
で
行
わ
れ
て
い
る
、
家
賃
補

助
や
手
当
て
の
上
乗
せ
支
給
な
ど

の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
は
。

Ａ　

有
効
な
方
法
だ
が
、
継
続

的
な
財
政
面
の
負
担
が
大
き
い
と

認
識
し
て
お
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
踏

ま
え
、
有
効
な
施
策
を
調
査
・
研

究
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
市
内
保
育
所
で
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
な

支
援
を
分
析
し
な
が
ら
、
効
果
的

な
施
策
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

紙
お
む
つ
を
持
ち
帰
り
と

●
学
校
徴
収
金
の
現
状
と
給
食
費

の
公
会
計
制
度
に
つ
い
て

Ｑ　

学
校
給
食
費
を
徴
収
・
管

理
す
る
教
職
員
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
の
会
計

に
組
み
入
れ
る
公
会
計
化
を
推
進

す
る
よ
う
国
か
ら
通
知
さ
れ
た
と

聞
く
。
市
教
育
委
員
会
で
は
、
ど

の
よ
う
な
議
論
が
さ
れ
、
ど
の
よ

う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

Ａ　

徴
収
・
管
理
は
、
市
職
員

と
市
費
学
校
事
務
嘱
託
員
が
事
務

の
多
く
を
担
っ
て
お
り
、
教
員
の

負
担
は
大
き
く
な
い
。
公
会
計
に

移
行
す
る
積
極
的
な
議
論
は
行
っ

●
厚
木
基
地
に
対
す
る
我
が
市
の

姿
勢
に
つ
い
て

Ｑ　

厚
木
基
地
を
容
認
し
、
友

好
関
係
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
で
、

市
の
経
済
発
展
に
つ
な
げ
て
は
。

Ａ　

整
理
・
縮
小
・
返
還
が
基

本
姿
勢
だ
が
、
返
還
に
は
相
当
の

時
間
を
要
す
と
考
え
る
。
災
害
時

の
相
互
応
援
な
ど
、
新
た
な
関
わ

り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

担
当
者
レ
ベ
ル
で
協
議
す

る
場
を
設
け
る
動
き
は
あ
る
か
。

Ａ　

従
来
か
ら
協
議
の
場
が
あ

っ
た
が
、
今
後
は
テ
ー
マ
を
持

ち
、
定
期
的
に
話
し
合
い
た
い
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
公
共
工
事
へ

の
影
響
に
つ
い
て

Ｑ　

不
測
の
事
態
に
対
応
す
る

財
政
調
整
基
金
は
、
標
準
財
政
規

模
の
10
％
を
維
持
で
き
る
の
か
。

し
て
い
る
保
育
所
の
保
護
者
か

ら
、
不
衛
生
で
あ
る
と
の
声
を
聞

い
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
感

染
予
防
の
観
点
か
ら
も
、
保
育
所

で
の
処
分
を
検
討
で
き
な
い
か
。

Ａ　

処
分
費
用
の
問
題
や
、
布

お
む
つ
併
用
な
ど
の
運
用
状
況
も

あ
る
が
、
紙
お
む
つ
を
処
分
し
て

い
る
保
育
所
の
情
報
を
、
各
保
育

所
に
提
供
し
、
検
討
が
進
む
よ
う

に
調
整
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

紙
お
む
つ
を
保
護
者
が
持

参
せ
ず
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
保
育
所

に
直
送
さ
れ
る
、
お
む
つ
定
額
利

用
サ
ー
ビ
ス
を
採
用
し
な
い
か
。

Ａ　

一
部
の
市
内
認
可
保
育
所

で
利
用
が
開
始
さ
れ
た
と
聞
い
て

お
り
、
運
用
状
況
や
保
護
者
の
声

な
ど
の
情
報
を
共
有
す
る
場
を
設

け
、検
討
・
調
整
を
進
め
て
い
く
。

●
生
活
困
窮
者
支
援
に
つ
い
て

Ｑ　

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
困
窮
者

を
把
握
す
る
た
め
の
工
夫
は
。

Ａ　

庁
内
17
課
、
19
担
当
の
総

括
者
で
構
成
す
る
会
議
で
情
報
を

共
有
し
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
方

が
相
談
に
来
た
際
は
福
祉
総
務
課

の
窓
口
に
案
内
し
て
い
る
。

Ｑ　

生
活
困
窮
者
が
市
役
所
に

相
談
に
来
た
後
は
、
ど
う
支
援
に

結
び
つ
け
て
い
る
の
か
。

Ａ　

相
談
者
の
状
況
に
応
じ
て

支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
就
労
支

援
や
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
な

ど
に
つ
な
げ
て
い
る
。

Ｑ　

就
労
機
会
の
提
供
な
ど
を

行
う
、就
労
準
備
支
援
事
業
は
、現

状
の
支
援
で
十
分
と
考
え
る
か
。

Ａ　

就
労
意
欲
を
持
た
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
農
業
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
体
験
し
て

い
る
が
、
生
活
困
窮
の
場
合
は
、

す
ぐ
に
就
労
し
た
い
方
が
多
く
、

窓
口
で
情
報
が
提
供
さ
れ
る
こ
と

で
、
自
ら
就
職
活
動
を
行
う
こ
と

が
あ
る
た
め
、
十
分
に
対
応
が
で

き
て
い
る
と
考
え
る
。

Ｑ　

学
習
支
援
事
業
で
は
、
高

校
生
も
利
用
可
能
と
な
り
有
効
活

用
さ
れ
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
感
染
症
対
策
は
。
ま
た
、
事
業

に
参
加
す
る
生
徒
の
居
場
所
と
し

て
の
機
能
も
重
要
だ
が
、対
応
は
。

Ａ　

手
指
消
毒
の
徹
底
や
会
場

内
の
人
数
制
限
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
各
会
場
に
責
任
者
を

配
置
し
て
対
応
を
行
っ
て
お
り
、

生
徒
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ

う
、
年
齢
が
近
い
大
学
生
講
師
の

配
置
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

Ａ　

財
政
推
計
で
は
、
令
和
13

年
度
ご
ろ
か
ら
基
金
の
取
り
崩
し

は
不
要
と
な
る
が
、
そ
れ
ま
で
の

取
り
崩
し
で
、
し
ば
ら
く
は
10
％

を
割
り
込
む
見
込
み
で
あ
る
。

Ｑ　

早
園
地
区
セ
ン
タ
ー
と
早

川
自
治
会
館
統
合
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

は
。

Ａ　

７
年
の
工
事
着
手
に
向

け
、
自
治
会
な
ど
と
意
見
交
換
を

行
い
つ
つ
、検
討
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ　

五
社
神
社
前
の
市
道
17
号

線
、
お
と
ぎ
保
育
園
か
ら
海
老
名

へ
の
４
３
8
号
線
、
城
山
中
学
校

外
周
道
路
の
整
備
状
況
は
。

Ａ　

17
号
線
は
契
約
を
進
め
て

お
り
、
４
３
８
号
線
は
視
距
改
良

を
調
整
中
で
あ
る
。
学
校
の
北
側

は
、
拡
幅
の
た
め
権
利
者
調
整
に

時
間
を
要
す
る
が
、
西
側
は
早
期

の
簡
易
舗
装
を
検
討
し
て
い
く
。

て
い
な
い
が
、
必
要
性
は
高
ま
っ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ　

他
市
の
事
例
で
は
、
公
会

計
化
後
に
徴
収
率
が
低
下
し
た
と

い
わ
れ
る
が
、
本
市
の
小
・
中
学

校
に
お
け
る
給
食
費
の
年
間
回
収

件
数
と
、
未
納
件
数
の
現
状
は
。

Ａ　

延
べ
件
数
で
、
令
和
元
年

度
は
回
収
件
数
７
万
５
０
１
３

件
、
未
納
件
数
７
３
９
件
、
２
年

度
は
回
収
件
数
７
万
４
８
１
６

件
、未
納
件
数
５
１
１
件
で
あ
る
。

Ｑ　

未
納
件
数
や
未
納
額
の
増

加
に
よ
り
、
給
食
食
材
の
急
な
変

更
や
、
質
を
落
と
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
態
を
減
ら
す
た
め
、
公

会
計
化
の
検
討
を
進
め
て
ほ
し
い

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

Ａ　

公
会
計
化
に
よ
り
、
口
座

振
替
を
行
う
金
融
機
関
の
選
択
肢

が
広
が
る
こ
と
や
、
徴
収
状
況
に

左
右
さ
れ
ず
、
食
材
を
安
定
的
に

供
給
で
き
る
こ
と
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
近
隣
市
の
動
向
を
踏

ま
え
、
調
査
研
究
を
進
め
る
。

◆どなたでも提出できます
市民の皆さんは、身近で困っている問題について市議会にその
実情を訴えることができます。これを請願や陳情といいます。

◆提出には、次のことに注意してください
・�書式は≪例≫を参考に、日本語で簡潔にまとめてください。内容
が ２件以上にわたるときは、 １件ごとに提出してください。

・請願（陳情）者が複数の場合は、代表者を決めてください。
・�請願（陳情）は、必ず議会事務局へ持参してください。
・�定例会初日前 ３日（土･日曜日､休日を除く）までに提出してく
ださい。郵送の場合は、請願（陳情）として受け付けることは
できませんが、要望書として全議員に配付します。

・�請願（陳情）者の住所・氏名は
一般に公開されますので、あら
かじめご了承ください。

※�請願には １人以上の紹介議員が
必要ですが、陳情には必要あり
ません。請願と陳情の違いなど
詳しくは事務局に問い合わせて
ください。

※�請願（陳情）者が数人連署する
場合は全員の住所、氏名、押印
（記名の場合のみ、署名の場合
は不要）をお願いいたします。

市議会への請願や陳情

○○○に関する請願（陳情）

綾瀬市議会議長
○ ○ ○ ○　 殿

紹介議員
　　（署名又は記名押印）
請願（陳情）者
　　　 住所
　　　 氏名　○○○○　印
　　　（氏名は署名又は記名押印）

令和　年　月　日

趣旨
理由

《例》

市の木「やまもみじ」

令和 3年（2021年）11月 第193号あ　や　せ　市　議　会　だ　よ　り （ 6）


